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予

算

今
定
例
会
は
、
日
月
お
日
か
ら
ロ
月
5
日
ま

で
の

H
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
議
案
ロ
件
・
条
例
改
正

5
件
・
そ

の
他
1
件
の
合
計
四
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
全

議
案
原
案
通
り
に
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
衆
議
院
選
挙
費
・

繰
入
金
・
補
助
金
が
主
な
歳
入
で
す
。

歳
出
は
、
有
害
獣
駆
除
班
の
実
績
向
上
に
よ

る
報
償
金
の
増
額
、
現
年
発
生
の
災
害
復
旧
工

事
や
岩
戸
小
学
校
の
建
設
設
計
委
託
と
校
門
進

入
路
工
事
な
ど
で
す
。

予
算
総
額
は
、
回
億
6
5
7万
円
と
な
り
ま

す。

鳥
獣
害
対
策

費
の
増
額
は

シカ

旬開
頭 8
数 5
を O
増万
や円
すの
た増
め額

面
目
初
年
度
と
比
較
し
て

m月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の

報
償
金
が
不
足
す
る
た
め
。

画
閣
団
猟
期
内
で
も
報
償
金

を
支
払
え
芯
い
か
。

タヌキ

同
国
現
状
で
は
法
律
と
の

関
係
も
あ
り
難
し
い
。

画
閣
補
助
の
対
象
外
で
も

有
害
と
さ
れ
る
動
物
が
い

る。
有
害
対
象
動
物
を
広
げ
ら

れ
な
い
か
。

ムジナ

嗣
閏
小
動
物
用
毘
の
貸
し

出
し
も
含
め
、
今
後
検
討
す

る。

総

揖

措

賀

（千円）

総 務 費 10, 081 衆議院選挙費

県支出金 12, 553 県からの補助金

繰 入 金 27, 366 基金の取り崩し

雑 入 6, 4 9 6 鳥獣被害防止対策補助金

町 債 7' 6 0 0 災害復旧事業債の借入金

・・責，...... ~~車重地E・
目
撃
見
原

キ
ャ
ン
フ
場

の
聾
備
費
は

園

（千円）

衆議院選挙費 15, 332 報酬・賃金・委託料・職員手当て

林道整備 12, 000 祖母山・今藤・河井の内線の舗装工事

自然公園整備 3, 7 8 0 四季見原キャンプ場内の道路改良

林業振興 8, 5 0 8 有害駆除班の報償金

災害復旧 22, 000 現年発生の橋梁・河川・農地復旧工事

教 育 費 3, 0 0 0 岩戸小学校建設設計委託料

教 育 費 17, 000 岩戸小学校進入路改良工事

－謹坦盛豆孟誼a・
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
の
補
正

内
容
は

幅
四
回
と
の
時
期
に
緊
急
性

の
あ
る
事
業
か
。

、

園
間
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
へ
、
燃
料
と
な
る
林

地
伐
採
後
の
残
材
を
供
給
す

る
た
め
の
、
実
証
実
験
を
森

林
組
合
で
行
う
。

困
困
進
入
路
の
整
備
で
あ

り
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
玄
関
ま

で
車
が
横
付
け
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

画
圃
利
用
状
況
と
今
後
の

見
通
し
は
。

園
閣
四
年
間

η
日
間
の
営
業

で
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
稼
働
率
・

必

%
、オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・

担
%
の
利
用
が
あ
り
、
黒
字

が
見
込
め
る
施
設
で
あ
る
。

百布君臨制調§笠間li

髄底的紛総N0.85 0 

も
っ
と
広
く
砿
る

第
2
タ
ラ
ヲ
ン
ド

ー
財
産
の
取
得
を
可
決
1

折
原
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

南
側
山
林
・
原
野
を
買
収
し
、

高
千
穂
・
日
之
影
道
路
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
掘
削
に
よ
り
発

生
す
る
残
土
を
利
用
し
て
整

備
造
成
し
ま
す
。

総
面
積

3
万
1
9
5
8
2
m

地
権
者

9
人

取
得
価
格

1
0
5
4万
円

整
備
造
成
後
は
、
多
目
的

広
場
と
し
て
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
士
の

処
遇
改
善
は

圃
四
回
処
遇
改
善
の
自
信
。

支 限匡l
払年つ｜弄｜
つ度て巳二」

て末支民
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



E晶司自』
工藤博志議員

目号
車 く
暮隻
語家
専の
亨 恩
接 恵
をを
す
る

h
』
，

平
成
羽
年
度
を
目

，
凪
可

途
に
簡
易
水
道
事
業

は
公
曽
化
の
予
定
で
あ
る
。

小
規
模
簡
易
水
道
施
設
な

ど
は
、
水
源
確
保
・
給
配
水

路
の
管
理
な
ど
自
主
運
曽
の

う
え
に
、
少
人
数
や
高
齢
化
、

条
件
不
利
地
域
と
い
う
問
題

も
抱
え
て
い
る
。

生
活
を
守
る
根
幹
は
生
活

水
で
あ
り
、
町
民
全
員
が
等

し
く
、
安
心
・
安
全
な
生
活

水
の
思
恵
が
受
け
5
れ
る
よ

う
早
急
な
対
策
・
方
針
が
必

要
で
は
。

掬詔列車広回誤認知m
一般質問は議員の日常活動や考え方に基づき、町長もしくは教育委員長に対する質問の要旨をま

とめ、指定固までに議長に通告します。

1人の制限時聞は60分一問一答方式で町長などの基本方針をただすものです。

町政全般について自由芯質問が許された議員の権利で、町民の身近な課題や町政発展に関わる質

問を活発に議論しています。

議会だよりは、紙面が隈5れているので原稿は1人600字以内に制限しています。

町民のみなさんの傍聴をお待ちしています。

＼
E
Rノ

基
礎
調
査
に
よ
る

／
細
川
＼
と
、
水
道
未
普
及
地

域
は
、
飲
料
水
供
給
施
設
と

小
規
模
簡
易
水
道
施
設
、
そ

れ
以
外
の
施
設
を
合
わ
せ
て

1
8
8施
設
、
合
計
給
水
人

口
、
約
1
8
3
3人
と
な
っ

て
い
る
。
調
査
結
果
を
も
と
に
、
管

理
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、

福
祉
向
上
の
一
環
と
し
て
関

係
機
関
と
協
力
、
連
携
し
な

が
ら
水
質
と
施
設
管
理
の
指

導
・
支
援
を
す
る
。

施
設
の
改
良
更
新
に
つ
い

て
は
、
県
の
補
助
事
業
活
用

と
、
小
規
模
簡
易
水
道
布
設

補
助
金
交
付
規
定
に
基
づ

き
、
今
後
も
適
用
可
能
地
域

に
資
金
的
な
補
助
を
考
え
て

い
る
。簡
易
水
道
統
合
を
契
機
と

し
て
、
隣
接
す
る
未
普
及
地

域
の
解
消
に
努
め
る
。

h

－w
人
口
減
少
・
少
子

，
．
、

高
齢
化
に
よ
り
、
公

民
館
に
よ
る
町
道
の
維
持
管

理
が
困
難
な
集
落
が
増
加
し

て
い
る
。

館
内
距
離
の
最
長
は
、
山

興
ム
民
館
で
約
旧
・

2
キロ
M
州、

人
口
1
4
1人
、
館
民
人
口

白
人
の
最
も
少
な
い
芝
原
西

で
は
、
距
離
約
6
・
5
キ
ロ肘

で、

1
M
当
た
り
約
問
円
の

維
持
管
理
費
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。で
き
る
か
ぎ
り
館
民
で
の

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る

が
、
人
口
が
少
芯
く
高
齢
化

率
の
高
い
公
民
館
で
は
、
草

刈
り
も
困
難
な
現
状
で
あ

る。
そ
こ
で
次
の
4
点
を
問

『つ。
①
現
状
の
町
道
維
持
管
理

は
、
今
後
も
続
け
る
の
か
。

；⑮ 
民維

Z蓄量
つ理刈
てにり

だての

h
E，

各
集
落
で
耕
作
地

，
白
、

へ
の
有
害
獣
侵
入
防

止
策
と
し
て
、
電
牧
が
蛋
り

目
さ
れ
て
い
る
が
、
完
全
に

防
げ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

今
ま
で
の
支
援
制
度
で
対

策
強
化
が
困
難
で
あ
れ
ば
、

期
待
さ
れ
る
地
方
創
生
制
度

で
、
隣
県
の
山
間
部
の
よ
う

に
『
永
久
鉄
柵
』
を
本
町
全

域
で
導
入
す
べ
き
で
は
。

＼
昌
ラ

本
町
・
高
森
・
竹

／
細
川
＼
回
の
3
市
町
で
鳥
獣

被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
進
入
防
止

の
整
備
を
し
て
き
た
。

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や

金
網
も
お
年
度
よ
り
希
望
集

落
に
施
工
し
て
い
る
が
、
本

事
業
は
訂
年
度
で
終
了
す
る
。

今
年
度
計
画
分
を
含
む
と

電
気
柵
1
0
9
・6
J
M
、

金
網
柵
日
・

5
キ
ロ
封
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
刀
・

8
キロ

れ
の
総
延
長
1
9
6
・
9
キロ

釘
と
な
る
。

地
方
創
生
制
度
は
、
ま
だ 般

貫

間

佐藤久生議員

議室払活躍姐岳民軍窃甜ill,~
”だよD会ゆきめ0.85 。

目震
~ の
守 町
呆道

界雇
組里
む 直
し
は

き
、
道
路
の
補
修
や
拡
幅
な

ど
予
算
を
伴
う
も
の
は
、
町

で
積
極
的
に
取
り
組
む
。

h
』
，

②
専
門
業
者
に
作

，
凪
可
業
発
注
で
き
な
い
か
。

＼
居
眠
ノ

②
莫
大
な
予
算
が

f
細
川
＼
必
要
で
あ
り
現
実
的

に
は
無
理
で
あ
る
。

法
面
な
ど
が
高
い
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
、
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
o

h
』
，

③
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

，

ι司
も
含
む
高
所
作
業
車

な
ど
機
械
の
借
上
げ
代
を
、

飯干清喜議員

町
が
負
担
で
き
な
い
か
。

芯
暑
町
ノ

③
重
機
借
上
げ
の

／
細
川
＼
予
算
が
あ
る
の
で
事

前
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

L
V
 
h
』
，

④
『
公
民
館
で
維

，
凪
可

持
管
理
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
町
の
対
応
は
。

＼
居
眠
／

④
公
民
館
と
共
に

4
哩

現
状
を
把
握
し
た
上

で
、
相
談
し
て
い
き
た
い
。

電
牧
か
S
鉄
柵
ヘ

m白
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
対
応

内
容
な
ど
明
確
で
は
な
い

が
、
今
後
と
も
国
・
県
の
事

業
を
活
用
し
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
、
き
め
細
や
か
な

対
応
に
努
め
る
。

公
民
館
バ
リ
ア

フ
リ
l
化
を

mロ
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
は

急
務

h
』
，

公
民
館
は
、
集
会

，

tu司
拡
ど
多
分
野
で
利
用

さ
れ
、
高
齢
者
な
ど
が
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
ト
イ

レ
の
水
洗
化
・
バ
リ
ア
フ

リ
l
化
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

各
地
域
よ
り
要
望
を
受
け

対
応
は
さ
れ
て
い
る
が
、
未

整
備
の
公
民
館
も
多
く
不
公

般

賃

聞

平
感
が
あ
る
の
で
は
。

盈

ち

町
内
田
公
民
館
は
、

f
岬
判
＼
地
域
行
事
の
拠
点
・

避
難
施
設
と
し
て
大
変
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

訂
公
民
館
で
は
、
サ
テ
ラ

イ
ト
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て

お
り
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

バ
リ
ア
フ
リ
1
化
は
急
務
で

あ
る
。
各
公
民
館
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
は
、
該
当
す
る
補
助

事
業
、
よ
り
良
い
補
助
事
業

が
な
い
か
調
査
し
て
い
る
。

多
く
の
場
合
、
公
民
館
の

多
額
負
担
の
事
業
実
施
で
あ

り
、
現
況
や
改
修
意
向
調
査

を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

。”だよD紛総N0.85



地
域
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
の
思
い

で
、
立
ち
上
げ
ら
れ
た

梅
の
実
会
で
す
。

最
初
は
梅
だ
け
を
販

売
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
橋
本
ア
ツ

子
さ
ん
を
中
心
に
8
人

の
メ
ン
バ
ー
で
、
因
子

や
お
菓
子
を
製
造
販
売

し
て
い
ま
す
。

醐
棚
胤

wn針
。

mw令
飾
箆

メ
ン
バ
ー
の
年
齢
は

ω代
が

1
人
、
初
代
が

4
人
、
田
代
が

2
人、

初
代
が
1
人
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

昔
の
お
菓
子
を
ヒ
ン

ト
に
開
発
し
た
「
ね
じ

ね
じ
く
ん
」
や
「
か
ぼ

ち
ゃ
、
よ
も
ぎ
、
紫
芋
」

の
だ
ん
ご
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

す
べ
て
手
作
り
で
、

昧
を
変
え
な
い
よ
う

に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
心

を
込
め
て
作
っ
て
い
ま

す。

高
千
穂
に
来
た
旅
行

客
か
ら
「
お
い
し
か
っ

た
」
と
注
文
が
あ
り
、

そ
ん
な
時
は
疲
れ
が

吹
っ
飛
び
ま
す
。

気
心
の
知
れ
た
仲
間

と
、
仕
事
が
で
き
る
の

が
最
高
で
す
。

今
後
も
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。
鴻
諭
＼
醐
H

市
調
圏
掛
ゆ

輔
細
＼
叩
棚
ゆ
期
輔
網
棚
田
ゆ

「
全
ぺ

l
ジ
カ
ラ
ー

で
豪
華
に
な
り
、
見
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

写
真
に
、
高
千
穂
の

方
言
が
書
い
て
あ
り
親

し
み
を
覚
え
ま
す
。

知
っ
て
い
る
人
の
写

真
が
載
っ
て

ωる
と
嬉

し
い
で
す
。
」

＠
＠
＠
＠
 ”だよD帥総N0.85。

赤
字
の
温
泉
施
設
を
抱
え

て
い
る
我
が
町
は
、
い
つ
も

阿
蘇
高
森
を
う
ら
や
ま
し
く

思
っ
て
い
た
。

も
っ
と
温
度
の
高
い
源
泉

な
ら
、
光
熱
費
も
少
な
く
て

済
む
の
に
、
原
油
の
高
騰
が

さ
ら
に
管
理
コ
ス
ト
を
押
し

上
げ
る
。
そ
ん
な
中
、
阿
蘇
山
が
幻

年
ぶ
り
に
噴
火
し
、
本
町
に

も
降
灰
を
も
た
ら
し
て
農
産

物
の
風
評
被
害
も
出
始
め

た。
や
っ
ぱ
り
火
山
は
近
く
に

な
い
方
が
い
い
。
（
S
・弘）
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